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簡易法枠工

既設木製簡易土留撤去L=21.6m

主アンカ－

１m3当り

５０％ Ｃ：Ｓ＝１：４

摘 要水セメント比

Ｄ１０×２

モルタルの示方配合（参考）

1,680kg※

また、細骨材の表面水量を基に現場修正配合を行う。

単位セメント量と水セメント比を基準として容積計算により決定する。

現場配合における細骨材量は施工現場ごとに比重など物理性に違いがあるため※

（１．２４m3）４２０kg配 合

細骨材（砂）セメント材料
区分
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枠内吹付（厚層基材吹付３㎝）
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ハイコントロール085等 ２０kg/袋

監督員と協議すること。

発芽率、純度、施工時期等を考慮し現場種子配合を決定するため、

種子配合については、播種前６ヵ月以内の種子発芽試験証明書に基づき※

成育基盤材、接合材

１００m2当り
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クリーピングレッドフェスク
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ヤマハギ
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肥 料

厚層基材

30本/100㎡
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アンカー（金網固定用）
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施工時期10～2月
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発生期待本数

簡易法枠工（Ｂ）
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